
令和８年度特色選抜［入学者選抜における求める生徒像・選抜方法］

学校番号 課程

53 全日制

20

計 750 点

250 点

270 点

230 点

ア　教科の評定　　135点
イ　特別活動        65点
　　生徒会活動、ボランティア活動、学級活動、学校行事、生徒会役員、学級役員などリーダー的活動を
　　65点満点で加算する。
　　※校内外の活動１項目を加算対象とする（調査書の記載内容から判断する）
ウ　体育スポーツ系・部活動　　７０点
　　部長、県大会出場、九州（全国）大会出場、その他顕著な活動１項目を７０点満点で加算する。
　　※専攻種目で、個人、団体種目における出場選手を対象とする。
    ※専攻種目の実績ランクの高い1項目を加算対象とする。
    ※大会等の実績や活動について好成績、高評価のものを２件申請できる。
       なお、実績や活動を証明できる資料を提出すること。
    ※体育・スポーツ活動分野の団体競技については、登録選手であることを証明できる資料を提出すること。

３．実技検査・面接

［実技検査］　　　　200点
ア　共通実技　メディシンボール投げ/シャトルラン/立ち幅跳び　3種目から2種目選択　100点満点
イ　専門実技　１種目　（硬式野球・女子バレーボール・陸上競技・女子バスケットボール）　 100点満点
ウ　評価の観点　　瞬発力、心肺機能、筋持久力等の基礎体力および専攻種目の技術力

［面接］　　　　30点
ア　面接方法　　　個人面接
イ　面接委員の構成　１組２名
ウ　所要時間　　　１人５分程度
エ　面接内容　　　志望理由/高校での活動意欲/中学校での活動状況/卒業後の進路イメージ/その他
オ　評価の観点　　応答内容/態度・言葉遣い/身だしなみ　等

上記１から３を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像に照らして総合的に判断し、選抜する

備
考
等

１．選抜項目・検査方法・配点 ２調査書における「イ特別活動」、「ウ部活動」の配点については、別紙で定める

２．専門実技の内容および配点については、別紙で定める。万が一怪我等により実技検査が受けれない者は、中学時に
おける新体力テストにおける同項目の記録及び専攻種目への取り組みについて、面接時の聞き取り内容を参考とする。

１．学力検査
各教科50点満点×５（教科）＝250点満点

２．調査書
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【求める生徒像（アドミッションポリシー）】

＜学科共通＞
・各学科の特色を理解し、目的意識を持って意欲的に学習することができる生徒
・実践的・体験的活動に積極的に参加し、資格取得に挑戦(チャレンジ)しようとする生徒
・身に付けた知識・技術を活かし、地域社会に貢献しようとする生徒

＜生涯スポーツ科＞
○生涯スポーツ科の専攻種目を理解し、スポーツに対する探究心とリーダーシップを持ち、学業及び部活動に打ち込め
る生徒

【選抜において重視する観点】

○生涯スポーツ科の専攻種目を理解し、スポーツに対する探究心とリーダーシップを持ち、学業及び部活動に打ち込め
る生徒
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募集定員
（特色選抜）

名（募集定員の50％）

【各選抜項目における配点】

学校名 学科・コース
募集定員

（特色＋一般）

沖縄県立中部商業高等学校 生涯スポーツ科 40


